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６
月
定
例
会
は
、
６
月
17
日
か
ら
22
日
ま
で
の
６
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
条
例
改
正
、
財
産
の
取
得
、
補
正
予
算
な
ど
追
加
議
案
を
含
め
10
件

で
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
す
べ
て
の
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

追
加
と
し
て
提
出
さ
れ
た
財
産
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
が
統
合
さ
れ
廃
校
と
な
っ
た
旧
山
上
小

学
校
跡
地
と
建
物
を
活
用
す
る
初
め
て
の
事
例
と
し
て
、
町
内
企
業
へ
の
売
却
を
了
承
し
ま
し
た
。

　

請
願
２
件
を
採
択
、
議
員
発
議
に
よ
り
議
会
議
員
の
定
数
を
２
人
減
ら
し
て
12
人
と
す
る
条
例
改
正
な

ど
５
件
の
提
案
が
あ
り
、
議
員
報
酬
を
現
行
の
５
％
か
ら
25
％
に
削
減
す
る
案
を
除
き
、
全
て
可
決
し
ま

し
た
。
一
般
質
問
に
は
７
人
の
議
員
が
12
項
目
に
つ
い
て
町
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

（
７
ペ
ー
ジ
か
ら
13
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　

議
員
の
報
酬
月
額
（
２
２
万
３
０

０
０
円
）
の
25
％
を
削
減
し
て
、
財

政
運
営
に
お
け
る
負
担
の
軽
減
を
図

ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。（
現
議
員

の
任
期
中
は
、
５
％
削
減
を
実
施
中

で
す
。）

〈
趣
旨
〉

　

議
員
が
、
す
ぐ
に
実
践
で
き
る
対

応
と
し
て
報
酬
削
減
を
行
な
い
、
町

民
サ
ー
ビ
ス
と
災
害
支
援
に
役
立
た

せ
る
。

○
発
議
者　

佐
藤
一
夫

○
賛
成
者　

高
木
節
男

カットが同時に提案カットが同時に提案
民意を充分反映で

きるか!

次回選挙より12人で～
カットが同時に提案カットが同時に提案

議
員
よ
り
提
出
さ
れ
た
２
つ
の
議
案

６月定例会の議場

　
　
　

岡
部
淳
一
議
員

　
　
　

定
数
問
題
に
対
す
る
議
論
の

中
で
、
私
は
定
数
の
削
減
に
は
反
対
、

報
酬
の
削
減
に
賛
成
と
主
張
し
て
き

ま
し
た
の
で
、
賛
成
し
ま
す
。

　
　
　
　

賛
成
起
立
者
少
数
（
賛
成

　
　
　
　

５
反
対
８
）
に
よ
り
否
決

　
　
　
　

さ
れ
る
。

討　

論

討　

論

賛
成

　

議
員
の
報
酬
削
減
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議会も行財政の改
革を!

～２人の減とし、
論戦論戦定数削減と報酬定数削減と報酬定数削減と報酬定数削減と報酬

　
　
　

近
内
光
英
議
員

　
　
　

民
主
主
義
の
原
点
と
い
う
も
の

は
何
か
。
か
つ
て
の
政
治
は
市
民
政
治

全
員
が
参
加
し
て
決
め
る
こ
と
が
一
番

正
し
い
方
法
だ
が
、
効
率
的
で
は
な
い

こ
と
か
ら
代
議
員
と
し
て
選
挙
で
議
員

を
選
ん
で
政
治
を
運
営
し
て
も
ら
う
と

い
う
制
度
に
な
っ
た
。

　

議
員
が
多
け
れ
ば
、
報
酬
を
削
減
す

れ
ば
良
い
わ
け
で
反
対
し
ま
す
。

　
　
　
　

賛
成
起
立
者
多
数
（
賛
成
10

　
　
　
　

反
対
３
）
に
よ
り
可
決
さ
れ

　
　
　
　

る
。

採
決

賛
成 討　

論

討　

論

反
対

反
対

議　員　名 報酬の
25％カット

定数２人の
削減

佐藤　弘信 × ○

佐川　勇司 × ○

高木　節男 ○ ○

岡部　政一 × ○

矢内　泰吉 × ○

佐藤　一夫 ○ ○

鈴木　昭生 × ○

岡部　淳一 ○ ×

青柳　藤治 × ○

根本　福次 × ○

関根　角男 ○ ×

近内　光英 ○ ×

遠藤　喜一 × ○

　各議員の判断は
（上から議席順・
　木戸久康議員は議長のため判断せず）

14の議席が、来年４月からは12

　　

現
行
の
定
数
14
人
（
法
定
上
限
数
18

人
）
か
ら
２
人
を
減
じ
12
人
と
し
、
行

財
政
改
革
の
一
端
を
議
会
と
し
て
担
う

も
の
で
す
。

〈
趣
旨
〉

　

社
会
環
境
が
変
化
し
て
お
り
、
時
代

に
適
応
し
た
定
数
と
す
る
。

○
発
議
者　

鈴
木
昭
生

○
賛
成
者　

佐
川
勇
司
、
岡
部
政
一
、

佐
藤
一
夫
、
遠
藤
喜
一
、
矢
内
泰
吉
、

青
柳
藤
治
、
佐
藤
弘
信

　
　
　

岡
部
淳
一
議
員

　
　
　

町
民
の
声
の
中
に
は
、
定
数
が

多
い
と
言
う
意
見
が
あ
る
こ
と
も
知
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
観
点
は
本
当
に
頑

張
っ
て
く
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
疑
問

か
ら
生
ま
れ
た
声
で
あ
り
、
大
震
災
等

を
踏
ま
え
た
状
況
の
中
で
は
、
多
く
の

声
を
反
映
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
反
対

し
ま
す
。

　
　
　

佐
藤
弘
信
議
員

　
　
　

行
財
政
改
革
の
中
で
、
議
会
も

自
ら
自
覚
と
認
識
を
し
て
、
町
と
と
も

に
改
革
を
進
め
、
町
民
の
意
思
を
尊
重

し
、
２
名
削
減
に
賛
成
し
ま
す
。

　

議
員
定
数
の
２
名
削
減



　

山
上
小
学
校
跡
地
を
㈲
岡
部
縫
製
に
譲
渡

　

山
上
小
学
校
跡
地
を
㈲
岡
部
縫
製
に
譲
渡

採
決
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審
議
議
案

審
議
議
案

町
長
・
副
町
長
・
教
育
長
の
給
料
を

10
％
削
減
す
る
条
例
を
制
定

大
震
災
に
係
る
減
免
・
課
税

免
除
規
定
が
追
加
さ
れ
る

小
学
校
統
合
に
伴
う
跡
地
の
利
活
用

　

山
上
小
学
校
跡
地
を
㈲
岡
部
縫
製
に
譲
渡

　

山
上
小
学
校
跡
地
を
㈲
岡
部
縫
製
に
譲
渡

　

小
学
校
の
統
合
に
よ
り
、
今
年
３
月
で
廃
校
と
な
っ
た
町
内
５
小
学
校
の
利
活
用
は
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
山
上
小
学
校
の
校
舎
と
グ
ラ
ン
ド
等
を
活
用
し
て
、
町
内
外
に
あ
る
工
場
を
１

箇
所
に
集
約
し
、
経
営
規
模
と
雇
用
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
有
限
会
社
岡
部
縫
製
と
、
跡
地

を
地
域
振
興
に
活
か
し
た
い
と
の
町
の
思
い
が
一
致
し
、
譲
渡
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

処分する財産の内容等
●譲渡財産の内訳

所　　在　　地 面　　積 地　　目
古殿町大字山上字仮宿54-1 　3,764㎡ 宅　地
　　〃　　　　〃　　54-3ほか 13,610㎡ 雑種地
　　〃　　　　〃　　54-5 　3,528㎡ 山　林
　　〃　　　　〃　　54-1 　2,164㎡ 建物（鉄骨RC）

●譲渡金額　2,000,000円
●譲 渡 先　古殿町大字山上字小作7-1　有限会社　岡部縫製
　　　　　　代表取締役社長　岡部　英一

民活での利用が決まった旧山上小学校民活での利用が決まった旧山上小学校

　

平
成
23
年
７
月
１
日
か
ら
平
成
27
年

３
月
31
日
ま
で
の
間
、
町
長
、
副
町
長

教
育
長
の
給
与
を
、
月
額
10
％
減
ら
し

た
額
と
す
る
条
例
が
提
案
さ
れ
る
。

　
　　
全
員
賛
成　

可
決

役職名 削減後の額 削減額

町　長 682,200 75,800

副町長 546,300 60,700

教育長 511,200 56,800

（単位：円）

採
決

　

税
法
が
一
部
改
正
さ
れ
て
、
住

民
税
、
固
定
資
産
税
の
減
免
及
び

課
税
免
除
規
定
が
追
加
さ
れ
る
。

　
　　
全
員
賛
成　

可
決

（
住
民
税
↓
雑
損
控
除
）

軽
自
動
車
税
の
減
免

　
〈
要
件
を
満
た
す
場
合
〉
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採
決 審

議
議
案
米
粉
製
粉
機
を
購
入

　

米
の
消
費
拡
大
に
よ
り
地

域
農
業
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
米
粉
製
粉
機
を
７
２
４

　
　
　
全
員
賛
成　

可
決

万
５
０
０
０
円
で
、
あ
ぶ
く

ま
石
川
農
業
協
同
組
合
古
殿

支
店
よ
り
購
入
す
る
。

各会計予算の補正状況
中学生国際理解研修に450万円
　中学１～２年生を対象　天栄村 ｢ブリテッシュヒルズ ｣で

会 計 区 分 今回補正した金額 補正後の予算総額

一 般 会 計 7,181万円 43億7,494万円

特
別
会
計

国民健康保険 △　58万円 6億5,582万円

農業集落排水事業 300万円 7,445万円

林業集落排水事業 60万円 7,809万円

（金額は１万円以上を表示）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
部
を
掲
載
）

　
　

地
デ
ジ
の
予
算
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
今
年
で
全
て
の

世
帯
が
受
信
で
き
る
よ
う
に
な

る
の
か
。

　
　

　
　

全
て
と
は
い
か
ず
、
平
成

26
年
度
ま
で
国
の
補
助
事
業
は

継
続
さ
れ
ま
す
の
で
、
対
応
を

検
討
し
ま
す
。

　
　

町
道
山
上
小
学
校
線
の
改

良
事
業
だ
が
、
３
０
０
０
万
円

も
か
か
る
の
か
。

　　
　

２
ｍ
の
拡
幅
を
予
定
し
て

ま
す
。
測
量
設
計
に
よ
っ
て
は
、

削
減
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
　

　
　

中
学
生
国
際

理
解
研
修
の
具
体

的
内
容
は
。

　
　

天
栄
村
に
あ

る｢

ブ
リ
テ
ッ
シ

ュ
ヒ
ル
ズ｣

は
、

英
会
話
並
び
に
国

際
理
解
の
研
修
施

設
で
、
施
設
内
の

会
話
は
全
て
英
語

と
な
っ
て
い
ま
す
。

QQQQQQ AAAAAAAAA

み
な
さ
ん
か
ら
の

請　

願

◎
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
に
関
す
る
請
願

書
「
提
出
者　

福
島
県
平
和
フ
ォ

ー
ラ
ム　

代
表　

竹
中
柳
一
」

　

審
議
の
結
果　
　
　

採　

択

◎
子
ど
も
た
ち
に
長
期
的
な
健

康
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
定
期
的

な
健
康
診
断
の
実
施
を
求
め

る
意
見
書
提
出
方
の
請
願

「
提
出
者　

福
島
県
教
職
員
組

合　

中
央
執
行
委
員
長　

竹
中

柳
一
」

　

審
議
の
結
果　
　
　

採　

択

　６月定例会では３件の意見書が議員発議され全会一致で可決、意見書は国の関係大
臣に提出して実現するよう要請しました。

　〈提出先〉内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、厚生労働大臣、
　　　　　　農林水産大臣、経済産業大臣

◎東京電力福島第一原子力発電所事故による被害の補償等に関する意見書
◎東京電力福島第一原子力発電所事故に関する意見書
◎子どもたちに長期的な健康モニタリングと定期的な健康診断の実施を求める意見書

意見書３件を国に提出

※各会計とも全会一致で可決。

子どもたちの元気をいつまでも

質　

疑

質　

疑
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ま
っ
た
旧
山
上
小
学
校

以
外
の
写
真
の
２
校
に

つ
い
て
は
、
福
祉
施
設

等
か
ら
引
き
合
い
が
来

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
決

定
に
は
至
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　

国
内
的
に
も
、
少
子

化
か
ら
廃
校
と
な
る
施

設
は
毎
年
増
え
て
き
て

お
り
ま
す
が
、
廃
校
と

な
っ
た
施
設
に
つ
い
て

の
有
効
活
用
事
例
は
多

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

総
務
、
産
業
建
設
両

常
任
委
員
会
は
、
合
同

で
廃
校
と
な
っ
た
各
施
設
等

の
現
況
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会
委
員
５
人
は
、
７
月
４

日
・
５
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
山
形
県
戸
沢
村
議
会
を
訪

れ
、
議
会
だ
よ
り
の
広
報
編
集
技
術
な
ど
に
つ
い
て
研
修

し
ま
し
た
。

　

同
議
会
は
町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
選
す

る
な
ど
議
会
広
報
活
動
に
熱
心
で
、
住
民
目
線
で
取
材
活

動
を
し
て
お
り
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

戸
沢
村
は
人
口
５
５
３
３
人
で
、
面
積
は
２
６
１
・
25

㎢
あ
り
、
そ
の
83
・
３
％
が
山
林
原
野
で
占
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　

特
色
と
し
て
は
、
全
国
で
第
１
号
の
国
民
健
康
保
険
組

合
の
設
立
認
可
を
受
け
安
心
診
療
の
さ
き
が
け
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
年
度
よ
り
町
内
６
つ
の

小
学
校
が
統
合
さ
れ
て
、
古

殿
小
学
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。

　

既
存
施
設
で
あ
る
田
口
小

学
校
を
増
築
改
装
し
て
統
合

を
迎
え
た
わ
け
で
す
が
、
町

内
に
は
３
月
ま
で
利
用
さ
れ

て
き
た
５
つ
の
小
学
校
施
設

が
、
遊
休
財
産
と
し
て
残
り

ま
し
た
。

　

旧
宮
本
小
学
校
と
旧
大
原

小
学
校
の
建
物
は
、
耐
震
強

度
を
保
っ
て
お
ら
ず
、
取
り

壊
す
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

民
間
事
業
者
へ
の
譲
渡
が
決

委員会合同による廃校施設の調査委員会合同による廃校施設の調査
総務常任委員会総務常任委員会 産業建設常任委員会産業建設常任委員会

先進地から学ぶ議 員 研 修

議会だより編集特別委員会

先進地から学ぶ先進地から学ぶ

６月21日㈫

山
形　

戸
沢
村

山
形　

戸
沢
村

山
形　

戸
沢
村

山
形　

戸
沢
村

バリアフリー化されている施設　（旧大久田小学校）バリアフリー化されている施設　（旧大久田小学校）

鉄筋３階建ての施設　（旧論田小学校）鉄筋３階建ての施設　（旧論田小学校）
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一般質問一般質問一般質問一般質問
町民の声を
伝える

町の考えを
ただす

町政に
生かす

一般質問は、６月22日に７人の議員が12問の質問を行いました。質疑応答の一部を要約してお伝えします。

近
こん

内
ない

　光
こう

英
えい

 議員

協
定
書
の
具
体
的
内
容
は

賃
貸
契
約
は
締
結
し
た
の
か

　
　
　

１
点
目　

医
療
関
係

備
品
が
57
品
目
、
事
務
用
備

品
が
15
品
目
、
電
気
関
係
備

品
が
７
品
目
で
合
わ
せ
て
79

品
目
、
購
入
総
額
２
１
４
４

万
円
で
す
。

２
点
目　

品
目
別
に
３
業
者

と
契
約
を
締
結
し
て
い
ま
す

　
　

無
償
か
ら
賃
貸
借
契
約

と
す
る
基
本
事
項
を
合
意
し

て
お
り
、
契
約
締
結
に
向
け

細
部
の
調
整
を
進
め
て
ま
し

が
、
い
ず
れ
の
契
約
も
法
令

等
に
基
づ
き
随
意
契
約
で
購

入
し
て
い
ま
す
。

３
点
目　

複
数
業
者
に
よ
る

競
争
見
積
も
り
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
時
価
で
の
購
入
と

考
え
ま
す
。

た
が
、
震
災
の
発
生
に
よ
り
、

ク
リ
ニ
ッ
ク
側
と
の
協
議
に

よ
り
延
期
し
て
い
ま
す
。

診
察
室
用
備
品
等
79
品
目

震
災
の
影
響
で
延
期

　
　

町
が
平
成
14
年
に
ふ
る

ど
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
取
り
交

わ
し
た
協
定
書
の
中
で
、
第

４
条
の
医
療
機
器
等
の
条
項

で
、
別
紙
に
定
め
る
も
の
を

設
置
と
あ
る
が
、
そ
の
具
体

的
な
内
容
に
つ
い
て
、
次
の

点
を
伺
う
。

第
１
点　

具
体
的
に
ど
の
よ

　
　

町
と
ふ
る
ど
の
ク
リ
ニ

ッ
ク
と
の
施
設
貸
借
契
約
の

う
な
物
品
を
購
入
し
た
の
か

品
目
の
詳
細
を
伺
う
。

第
２
点　

物
品
購
入
の
手
段

手
続
き
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
法
規
等
に
基
づ
き
購
入

し
た
の
か
。

第
３
点　

購
入
し
た
物
品
が

正
当
な
る
対
価
で
購
入
し
た

の
か
。

更
新
時
期
だ
が
契
約
は
締
結

し
た
の
か
。

Q

Q

A

A

町
長

町
長
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佐
さ

藤
とう

　弘
ひろ

信
のぶ

 議員

震
災
後
の
復
興
策
を
示
せ

　
　
　

１
点
目　

屋
根
瓦
の

落
下
な
ど
多
く
被
害
を
受
け

ま
し
た
が
、
他
町
村
に
比
べ

住
宅
倒
壊
、
人
的
被
害
は
な

く
町
の
地
質
・
地
盤
の
堅
固

さ
を
再
確
認
し
た
。
物
的
被

害
に
関
し
て
は
、
台
風
な
ど

の
自
然
災
害
と
同
じ
対
応
を

し
て
い
ま
す
。

２
点
目　

一
部
損
壊
住
宅
に

対
す
る
補
修
補
助
金
・
見
舞

金
の
助
成
、
支
給
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。
国
の
補
助
を
活

国
・
県
の
動
向
を
踏
ま
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　

対
応
す
る

　
　

震
災
に
伴
う
大
津
波
と

原
発
事
故
の
発
生
に
よ
る
甚

大
な
被
害
に
は
、
自
然
の
脅

威
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
日
本
で
は
過
去
に

幾
多
の
自
然
災
害
を
体
験
し

そ
の
た
び
に
力
強
く
復
興
し

て
き
ま
し
た
。

　

復
旧
・
復
興
に
は
、

国
の
復
興
支
援
政

策
、
そ
し
て
県
の
支

援
が
必
要
で
あ
り
、

国
の
取
り
組
み
が
遅

い
と
言
わ
れ
て
い
る

中
で
、
被
災
者
生
活

再
建
支
援
法
に
該
当

し
な
い
被
災
者
に
対

し
て
、
自
治
体
の
支

援
を
望
む
も
の
で
あ

り
、
震
災
に
よ
る
家

考
え
方
は
。

第
２
点　

現
在
居
住
し
て
い

る
家
屋
の
屋
根
が
被
災
し
た

場
合
、
補
修
補
助
金
ま
た
は

一
律
の
見
舞
金
交
付
の
考
え

は
あ
る
か
。

第
３
点　

原
発
事
故
に
よ
る

農
作
物
等
に
対
す
る
、
町
独

自
の
支
援
策
は
。

第
４
点　

稲
作
は
、
収
穫
時

線
量
が
基
準
値
を
上
回
る
可

能
性
が
あ
り
、
風
評
被
害
で

販
売
出
来
な
い
あ
る
い
は
、

低
価
格
に
な
る
こ
と
も
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
対
策
は
。

第
５
点　

第
１
体
育
館
も
柱

の
亀
裂
、
窓
ガ
ラ
ス
も
割
れ

る
被
害
を
受
け
て
仮
復
旧
さ

れ
た
よ
う
で
す
が
、
被
災
の

現
状
と
今
後
の
課
題
は
何
か
。

第
６
点　

町
長
は
公
約
の
中

で
、
町
体
育
施
設
の
総
合
的

な
再
整
備
を
掲
げ
て
お
り
、

被
災
し
た
第
１
体
育
館
の
復

旧
を
含
め
、
ど
の
よ
う
な
構

想
を
描
い
て
い
る
の
か
。

第
７
点　

震
災
に
よ
り
町
の

観
光
資
源
で
あ
る
遊
歩
道
等

も
被
災
し
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。
被
災
状
況
と
復
旧
は
ど

の
よ
う
な
方
策
を
講
じ
る
の

か
。

屋
の
一
部
破
損
、
原
発
事
故

に
よ
る
風
評
被
害
、
町
の
公

共
施
設
等
の
町
独
自
の
支
援

策
を
含
め
た
今
後
の
対
応
を

伺
い
ま
す
。

第
１
点　

被
災
さ
れ
た
町
民

へ
の
基
本
的
な
取
り
組
み
の

用
し
た
事
業
を
要
望
し
て
い

ま
す
。

３
点
目　

東
電
に
対
す
る
１

回
目
の
請
求
は
、
Ｊ
Ａ
が
窓

口
と
な
り
３
月
分
の
請
求
を

し
ま
し
た
。
今
後
も
逐
次
影

響
の
あ
っ
た
作
物
に
つ
い
て

月
ご
と
請
求
し
ま
す
。
町
と

し
て
は
、
状
況
を
見
極
め
て

対
応
し
ま
す
。

４
点
目　

こ
れ
ら
の
賠
償
も

対
象
と
な
る
こ
と
か
ら
、
遂

次
請
求
し
て
い
き
ま
す
。

５
点
目　

体
育
施
設
は
す
べ

て
被
災
し
ま
し
た
。
軽
微
な

被
災
は
復
旧
し
ま
し
た
が
、

第
１
体
育
館
に
つ
き
ま
し
て

は
、
仮
復
旧
の
た
め
今
後
改

修
す
べ
き
か
、
改
築
す
べ
き

か
結
論
を
だ
し
ま
す
。

６
点
目　

改
修
・
改
築
を
想

定
し
た
場
合
、
柔
道
場
・
剣

道
場
な
ど
も
合
わ
せ
て
検
討

す
べ
き
で
、
築
34
年
が
経
過

し
て
い
る
古
殿
中
体
育
館
も

改
築
を
要
す
る
状
況
に
あ
る

の
で
、
総
合
的
見
地
か
ら
結

論
を
出
し
て
い
き
ま
す
。

７
点
目　

観
光
施
設
も
被
害

を
受
け
、
一
部
補
修
し
て
い

ま
す
が
、
余
震
が
続
い
て
い

る
こ
と
か
ら
遊
歩
道
も
通
行

止
め
と
し
て
い
ま
す
。
余
震

が
収
ま
る
時
期
を
見
て
対
応

し
ま
す
。

被災した屋根瓦

Q

A

町
長

一 般 質 問

窓ガラスが被災した町民第１体育館

被災した墓石



９ ふるどの議会だより　第116号
平成23年７月20日発行

一 般 質 問

佐
さ

川
がわ

　勇
ゆう

司
じ

 議員

　

震
災
・
原
発
対
応
と

　
　
　

安
全
通
行
の
確
保
を

　
　
　

１
点
目　

地
盤
亀
裂

が
あ
る
住
宅
を
49
戸
確
認
。

三
株
団
地
を
除
き
当
面
、
緊

急
性
が
低
い
も
の
と
判
断
し

ま
す
。
防
災
対
策
は
、
気
象

情
報
の
速
や
か
な
伝
達
と
広

報
等
に
よ
り
、
緊
急
避
難
の

方
法
な
ど
、
啓
蒙
を
図
り
被

害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
よ

う
取
り
組
み
ま
す
。

２
点
目　

生
活
基
盤
に
著
し

い
被
害
を
受
け
た
世
帯
に
対

し
て
、『
被
災
者
生
活
再
建

支
援
制
度
』
に
よ
り
支
援
金

を
支
給
で
き
ま
す
が
、
住
宅

の
み
被
害
補
修
す
る
場
合
は

政
府
系
法
人
金
融
機
関
に
よ

る
融
資
が
制
度
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
町
と
し
て
は
、
国
・

県
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら

必
要
な
支
援
策
の
検
討
を
進

め
ま
す
。

３
点
目　

い
わ
き
石
川
線
は

２
車
線
の
仮
設
道
路
工
事
が

発
注
さ
れ
、
８
月
末
に
交
通

規
制
解
除
の
報
告
で
す
。
本

復
旧
に
は
２
年
以
上
か
か
る

見
通
し
で
す
。
町
道
５
ヵ
所

は
国
の
査
定
が
終
了
、
残
箇

所
も
７
月
中
に
査
定
予
定
速

や
か
な
復
旧
に
努
め
ま
す
。

小
規
模
な
被
災
個
所
は
、
余

震
等
の
状
況
を
見
極
め
な
が

ら
、
通
行
の
安
全
確
保
が
図

れ
る
よ
う
補
修
工
事
で
対
応

し
ま
す
。

４
点
目　

６
月
25
日
に
、
県

の
放
射
線
健
康
リ
ス
ク
管
理

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
長
崎

大
学
院
教
授
に
よ
る
放
射
能

に
関
す
る
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

必
要
な
支
援
策
検
討

　
　
　

通
行
の
安
全
を
図
る

　
　

今
回
の
大
震
災
に
よ
り

わ
が
町
に
お
い
て
も
、
建
物

等
被
災
、
各
道
路
等
の
地
盤

の
亀
裂
お
よ
び
崩
落
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
被
災
が
発
生
し

て
い
る
状
況
と
思
い
ま
す
。

今
後
さ
ら
に
雨
季
の
シ
ー
ズ

ン
を
向
か
い
集
中
豪
雨
や
台

風
に
備
え
る
土
砂
災
害
等
の

防
災
対
策
と
住
民
へ
の
早
期

周
知
が
課
題
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
終
息
未
定
の
原
発
事

故
は
、
長
期
的
被
災
で
す
。

県
民
は
も
と
よ
り
、
多
く
の

町
民
も
、
こ
の
被
災
に
不
安

と
怒
り
の
、
日
々
と
思
い
ま

す
。

　

次
の
点
伺
い
ま
す
。

第
１
点　

住
宅
付
近
に
発
生

し
た
地
震
に
よ
る
地
盤
亀
裂

は
、
今
後
、
土
砂
災
害
発
生

の
危
険
性
が
あ
り
、
そ
れ
に

対
応
す
る
防
災
対
策
と
住
民

へ
の
周
知
は
ど
う
か
。

第
２
点　

こ
の
震
災
復
旧
に

対
す
る
国
・
県
の
支
援
は
ど

う
な
の
か
。
ま
た
、
町
独
自

の
支
援
策
は
あ
る
か
。

第
３
点　

い
わ
き
石
川
線
の

交
通
止
解
除
の
見
通
し
と
、

町
内
各
道
路
等
の
復
旧
計
画

は
ど
う
か
。

第
４
点　

原
発
事
故
放
射
能

県道いわき石川線土砂崩落現場

町道の亀裂

住宅付近の亀裂状況

Q

A に
対
す
る
町
民
の
不
安
や
風

評
被
害
を
打
開
す
る
た
め
に

も
確
か
な
情
報
と
知
識
が
必

要
。
そ
こ
で
、
専
門
家
に
よ

る
講
演
・
講
座
等
を
開
催
し

て
は
ど
う
か
。

町
長



一 般 質 問

岡
おか

部
べ

　政
まさ

一
いち

 議員

大
震
災
を
教
訓
に

　
　
　

防
災
を
見
直
す
考
え
は

い
町
つ
く
り
を
す
る
た
め
に

も
地
域
防
災
を
見
直
す
機
会

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

第
１
点　

東
日
本
大
震
災
を

教
訓
と
し
た
と
き
、
地
域
防

災
を
再
点
検
し
、
見
直
す
考

え
は
あ
る
か
。

第
２
点　

急
傾
斜
地
な
ど
危

険
箇
所
は
何
箇
所
あ
る
の
か
。

そ
の
対
策
は
。

第
３
点　

通
学
道
路
等
に
落

石
、
土
砂
く
ず
れ
の
あ
る
危

険
箇
所
を
把
握
し
て
い
る
か
。

そ
の
対
策
は
。

第
４
点　

町
名
が
出
る
度
重

な
る
余
震
は
、
古
い
井
戸
沢

断
層
と
言
わ
れ
る
が
調
べ
た

随時見直しされている地域防災計画

　
　

千
年
に
一
度
の
、
巨
大

地
震
は
想
定
外
の
津
波
も
引

き
起
こ
し
、
太
平
洋
沿
岸
の

全
て
を
破
壊
、
流
出
さ
せ
、

未
曾
有
の
大
災
害
が
発
生
し

た
の
で
す
。
ま
た
、
想
定
外

の
巨
大
津
波
の
一
撃
で
手
の

施
し
よ
う
が
な
く
な
る
原
発

事
故
で
は
最
悪
な
メ
ル
ト
ダ

ウ
ン
を
も
引
き
起
こ
し
た
の

で
す
。
放
射
能
線
量
漏
れ
事

故
は
生
活
を
不
安
に
落
と
し

入
れ
、
社
会
を
混
乱
さ
せ
、

全
て
の
活
動
を
逼ひ

っ

迫ぱ
く

さ
せ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
想
定

外
の
大
災
害
を
教
訓
に
し
た

と
き
、
安
心
安
全
で
住
み
良

Q
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町
地
域
防
災
計
画
は

　
　
　
　
　

随
時
見
直
し
修
正

　
　
　

１
点
目　

随
時
見
直

し
、
修
正
し
て
い
ま
す
。

２
点
目　

急
傾
斜
地
危
険
箇

所
は
80
箇
所
、
そ
の
内
、
予

防
対
策
実
施
箇
所
は
14
箇
所

で
す
。

３
点
目　

著
し
く
危
険
な
箇

所
だ
け
、
予
防
対
策
と
補
修

工
事
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

４
点
目　

学
術
分
野
等
で
の

研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

町
単
独
で
の
調
査
は
し
て
い

ま
せ
ん
。

５
点
目　

７
月
中
に
は
工
事

を
発
注
し
、
年
内
に
完
了
。

集
会
所
は
建
設
場
所
の
選
定

を
含
め
、
協
議
し
て
い
ま
す
。

６
点
目　

関
係
機
関
と
協
議

を
し
て
、
見
直
し
を
図
っ
て

い
ま
す
。

７
点
目　

国
、
県
か
ら
の
避

難
指
示
が
あ
れ
ば
、
避
難
す

る
こ
と
に
な
り
、
広
報
を
徹

底
し
、
町
の
準
備
す
る
バ
ス

で
避
難
し
ま
す
。

８
点
目　

屋
外
８
時
間
、
屋

内
16
時
間
で
計
算
す
る
と
、

１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
に
な
り

基
準
値
20
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

以
下
で
、
人
体
に
影
響
は
あ

り
ま
せ
ん
。

９
点
目　

県
と
農
協
が
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
検
査
を
行
っ
て
き

て
お
り
、
６
月
１
日
現
在
、

出
荷
制
限
さ
れ
て
い
る
農
産

物
は
な
く
、
放
射
線
量
計
の

貸
し
出
し
も
考
え
て
い
ま
せ

ん
。

10
点
目　

原
子
力
損
害
賠
償

紛
争
審
査
会
の
第
一
次
指
針

で
は
農
産
物
に
限
ら
れ
て
い

た
が
、
二
次
指
針
で
風
評
被

害
も
賠
償
の
対
象
に
な
り
、

農
協
で
受
付
し
て
い
ま
す
。

　

A

町
長

こ
と
は
な
い
か
。

第
５
点　

三
株
団
地
の
災
害

復
旧
工
事
は
い
つ
に
な
る
の

か
。
滝
の
平
集
会
所
の
建
設

予
定
は
。

第
６
点　

避
難
所
、
避
難
場

所
の
指
定
、
防
災
マ
ッ
プ
な

ど
見
直
す
必
要
は
な
い
か
。

第
７
点　

放
射
線
量
が
増
え

避
難
対
象
区
域
に
な
っ
た
場

合
の
対
策
は
あ
る
か
。

第
８
点　

年
間
積
算
放
射
線

量
は
い
く
ら
に
な
る
か
、
町

民
の
健
康
に
影
響
は
な
い
か
。

第
９
点　

農
産
物
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
は
随
時
で
き
な
い
の

か
。
放
射
線
量
計
の
貸
し
出

し
は
出
来
る
か
。

第
10
点　

農
産
物
の
出
荷
制

限
や
風
評
被
害
の
賠
償
は
ど

の
よ
う
に
な
る
か
。
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一 般 質 問

岡
おか

部
べ

　淳
じゅん

一
いち

 議員

東
日
本
大
震
災
の
被
害
実
態
と

　
　
　
　

対
応　

今
後
の
対
策
は

原
発
事
故
に
よ
る
町
へ
の

　
　
　

影
響
と
現
在
の
取
り
組
は

関
し
て
、
今
後
も
町
が
支
援

す
べ
き
と
の
声
に
ど
う
対
処

す
る
の
か
。

第
５
点　

住
宅
災
害
に
対
し

て
独
自
の
支
援
を
と
の
町
民

の
声
に
ど
う
応
え
る
の
か
。

第
６
点　

町
防
災
計
画
の
見

直
し
は
考
え
て
い
る
か
。

第
７
点　

避
難
者
の
中
に
個

人
的
に
住
宅
を
借
り
て
い
る

方
は
い
る
か
。
そ
の
調
査
は
。

　

町
民
の
生
命
と
安
全
を

　
　
　

守
る
こ
と
が
最
重
要　

　

原
発
事
故
は
複
合
的
な

　
　
　

も
の
と
と
ら
え
て
い
る

　
　

１
点
目　

町
民
の
生
命

と
安
全
を
守
る
こ
と
、
被
害

状
況
の
把
握
と
対
応
を
第
一

の
課
題
と
し
ま
し
た
。

２
点
目　

町
消
防
団
、
町
職

員
で
の
調
査
、
さ
ら
に
民
生

委
員
に
よ
る
安
否
確
認
。

３
点
目　

現
地
の
確
認
、
調

査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を

住
民
に
説
明
し
て
い
ま
す
。

４
点
目　

業
者
に
委
託
し
た

場
合
は
事
業
系
の
ゴ
ミ
、
そ

の
他
は
、
災
害
ゴ
ミ
と
し
て

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

１
点
目　

安
全
基
準
な

ど
の
見
通
し
の
甘
さ
と
初
期

対
応
の
不
手
際
に
よ
る
複
合

的
な
も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

２
点
目　

行
政
無
線
の
放
送
、

広
報
誌
、
行
政
だ
よ
り
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
て

い
ま
す
。

３
点
目　

教
育
委
員
会
及
び

学
校
か
ら
通
知
す
る
と
と
も

に
、
そ
れ
ぞ
れ
屋
外
活
動
を

制
限
し
ま
し
た
。
ま
た
プ
ー

ル
は
全
て
屋
内
プ
ー
ル
利
用

と
し
ま
し
た
。

４
点
目　

３
月
ま
で
に
９
０

０
万
の
請
求
、
４
月
５
月
の

被
害
額
は
２
９
０
０
万
で
６

　

今
後
、
仮
に
大
地
震
が
発

生
し
た
際
は
、
状
況
を
み
て

仮
置
場
を
設
置
し
、
対
応
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

５
点
目　

国
県
の
対
象
に
な

ら
な
い
場
合
は
支
給
し
て
い

な
い
が
、
国
へ
の
対
策
は
要

請
し
て
い
ま
す
。

６
点
目　

随
時
、
見
直
し
は

し
て
い
ま
す
。
今
後
、
国
の

動
向
を
み
て
見
直
し
を
考
え

て
い
ま
す
。

７
点
目　

２
世
帯
と
把
握
し

て
い
ま
す
。

月
末
に
請
求
す
る
予
定
で
す
。

お
ふ
く
ろ
の
駅
出
荷
者
の
賠

償
は
６
月
15
日
に
説
明
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

５
点
目　
Ｊ
Ａ
及
び
町
が
窓

口
と
な
っ
て
対
応
し
て
い
ま

す
。

６
点
目　

県
の
指
示
に
よ
り

対
応
し
ま
す
。

７
点
目　

原
発
は
国
策
に
よ

り
進
め
ら
れ
て
き
た
も
の
で

あ
り
、
国
民
的
議
論
に
よ
り

判
断
す
べ
き
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　

私
は
、
町
の
震
災
被
害

に
つ
い
て
原
発
事
故
と
切
り

離
し
た
形
で
、
町
民
の
被
災

実
態
と
町
の
対
応
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

第
１
点　

町
災
害
対
策
本
部

が
地
震
対
策
で
最
重
要
課
題

と
し
た
こ
と
は
何
か
。

第
２
点　

被
害
実
態
に
関
す

る
調
査
は
ど
の
よ
う
な
手
順

で
進
め
ら
れ
た
の
か
。

第
３
点　

調
査
後
の
被
害
対

応
策
、
住
民
へ
の
説
明
と
情

報
提
供
は
的
確
に
実
施
さ
れ

た
の
か
。

第
４
点　

地
震
で
発
生
し
た

が
れ
き
等
の
廃
棄
物
処
理
に

　
　

事
故
は
人
災
で
あ
り
、

原
発
は
廃
炉
す
べ
き
で
す
。

町
も
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
次
の
点
を
質
問
し
ま

す
。

第
１
点　

事
故
は
人
災
で
あ

る
か
否
か
、
町
長
の
認
識
は
。

第
２
点　

放
射
能
に
関
す
る

考
え
方
と
事
故
後
に
実
施
し

た
具
体
的
対
応
策
は
。

第
３
点　

乳
幼
児
、
児
童
生

徒
へ
の
対
応
策
、
ま
た
保
護

者
の
考
え
は
調
査
し
た
の
か
。

第
４
点　

農
業
被
害
の
賠
償

は
。
ま
た
、
風
評
被
害
の
実

態
と
対
応
策
は
。

第
５
点　

個
人
の
農
産
物
出

荷
者
の
被
害
に
町
が
窓
口
と

な
っ
て
対
応
し
て
い
る
の
か
。

第
６
点　

事
故
は
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
、
今
後
避
難
な

ど
の
具
体
的
な
対
策
は
考
え

て
い
る
の
か
。

第
７
点　

原
発
は
全
部
廃
炉

の
方
向
を
目
指
す
べ
き
と
思

う
が
町
長
の
見
解
は
。

Q

A

A

Q

“町民の命と安全が第一”　活躍した消防団

町
長

町
長
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一 般 質 問

高
たか

木
ぎ

　節
せつ

男
お

 議員

　
　
　

１
点
目　

問
題
は
無

か
っ
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

２
点
目　

情
報
を
開
示
し
て

町
民
の
方
々
に
周
知
を
図
っ

て
い
ま
す
。

３
点
目　

現
在
、
町
の
放
射

線
量
測
定
値
は
、
基
準
値
内

で
推
移
し
て
い
ま
す
。
健
康

に
対
す
る
影
響
な
ど
に
つ
い

て
は
、
広
報
誌
、
行
政
だ
よ

　
　
　

１
点
目　

社
会
の
展

望
と
、
町
の
現
状
を
前
提
に

振
興
計
画
に
基
づ
き
、
環
境

保
全
に
貢
献
す
る
安
心
な
町

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
考
え

で
す
。

２
点
目　

町
民
と
の
対
話
を

重
視
し
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を

参
考
に
、
町
政
執
行
に
あ
た

っ
て
い
ま
す
。

３
点
目　

行
政
事
務
と
し
て

行
う
難
し
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
が
、
昨
年
か
ら
石
川
地
方

震
災
後
の
住
民
の
安
心
対
策
は

町
づ
く
り
の
展
望
は

町
の
放
射
線
量
測
定
値
は

　
　
　
　

基
準
値
内
で
推
移

環
境
保
全
に
貢
献
す
る
町
づ
く
り

　
　

東
日
本
大
震
災
か
ら
３

ヵ
月
が
過
ぎ
、
い
ま
だ
に
続

く
余
震
、
放
射
能
問
題
、
風

評
被
害
な
ど
、
町
民
の
不
安

が
続
い
て
い
ま
す
。
震
災
後

高
齢
化
が
進
む
中
で
の
わ
が

町
の
防
災
計
画
や
、
町
民
福

祉
対
策
な
ど
見
直
す
点
な
ど

あ
る
の
か
、
安
全
安
心
な
生

活
を
守
る
た
め
、
次
の
点
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

第
１
点　

災
害
時
の
対
応
で

緊
急
通
報
や
避
難
対
応
な
ど

の
問
題
点
は
無
か
っ
た
か
。

第
２
点　

震
災
後
、
放
射
能

や
余
震
の
不
安
の
中
、
町
民

に
対
し
て
、
安
心
し
て
生
活

出
来
る
対
策
を
ど
の
様
に
実

　
　

わ
が
町
も
人
口
減
少
と

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
新
し

い
社
会
の
創
造
を
考
え
る
と

難
し
い
時
期
に
あ
る
が
、
３

期
目
の
町
政
執
行
に
あ
た
り

町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
り

未
来
に
向
か
っ
て
元
気
な
古

殿
を
目
指
す
町
長
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
伺
い
ま
す
。

第
１
点　

町
長
の
求
め
て
い

る
10
年
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

住
ん
で
良
か
っ
た
、
住
ん
で

施
し
て
き
た
の
か
。

第
３
点　

放
射
線
に
よ
る
住

民
の
不
安
を
取
り
除
く
対
策

と
し
て
、
各
地
域
の
放
射
線

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
強
化
し

調
査
結
果
と
健
康
に
対
す
る

影
響
な
ど
の
周
知
徹
底
の
考

え
は
あ
る
の
か
。

第
４
点　

子
供
達
を
放
射
線

か
ら
守
り
、
将
来
へ
の
不
安

を
取
り
除
く
対
策
な
ど
の
考

え
は
あ
る
の
か
。

第
５
点　

今
後
、
町
防
災
計

画
の
見
直
し
な
ど
は
検
討
さ

れ
て
い
る
か
。

み
た
い
と
言
わ
れ
る
よ
う
な

町
づ
く
り
は
な
さ
れ
て
い
る

の
か
。

第
２
点　

町
民
と
行
政
が
一

体
の
協
働
の
町
づ
く
り
の
具

体
的
な
施
策
は
。

第
３
点　

若
い
時
か
ら
町
づ

く
り
に
ビ
ジ
ョ
ン
を
求
め
た

町
長
の
、
若
者
の
夢
と
や
る

気
を
応
援
す
る
よ
う
な
施
策

は
あ
る
の
か
。

第
４
点　

森
林
の
町
づ
く
り

の
今
後
の
計
画
は
。

り
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
周
知
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
放
射
能
に
関
す
る

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

４
点
目　

屋
外
活
動
を
制
限

し
手
洗
い
、
う
が
い
を
指
導

し
て
い
ま
す
。

５
点
目　

随
時
見
直
し
を
し

て
、
修
正
し
て
い
ま
す
。

広
域
連
携
事
業
と
し
て
、
婚

活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

４
点
目　

引
き
続
き
間
伐
事

業
を
進
め
、
林
地
残
材
の
搬

出
、
旧
大
原
小
学
校
跡
地
を

活
用
し
、
貯
木
場
及
び
木
材

加
工
施
設
の
整
備
を
含
め
、

町
内
で
の
一
体
的
資
源
の
活

用
な
ど
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
を

進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

明日を担う子どもたちを放射線から守ろう

Q

Q

A

A

町
長

町
長
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いわき石川線の土砂崩落現場

幾度も大きく揺れたが、強固なふるどのの大地

一 般 質 問

佐
さ

藤
とう

　一
かず

夫
お

 議員

環
境
変
化
の
対
応
と
町
の
将
来
像

不
安
は
あ
る
が
現
行
計
画
を
推
進

　
　
　

１
点
目　

震
災
の
影

響
に
よ
り
、
古
殿
小
学
校
校

庭
の
芝
草
化
な
ど
、
一
部
事

業
の
繰
り
延
べ
な
ど
検
討
し

て
い
ま
す
。

２
点
目　

今
回
の
震
災
で
は

多
く
の
家
屋
の
屋
根
瓦
が
落

下
す
る
な
ど
、
被
害
を
受
け

ま
し
た
が
、
町
が
管
理
す
る

施
設
で
は
一
部
を
除
き
、
大

き
な
被
害
は
免
れ
て
お
り
、

現
時
点
で
緊
急
的
過
大
な
財

政
負
担
は
見
込
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
大
震
災
に
伴
う
財

政
援
助
法
に
よ
る
、
特
定
被

　
　

岡
部
町
長
も
３
期
目
の

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

２
期
８
年
の
堅
実
な
町
政
運

営
に
よ
り
、
多
く
の
町
民
か

ら
の
信
頼
を
得
た
結
果
、
無

投
票
に
よ
る
町
政
執
行
者
と

な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
国
難

と
も
言
え
る
、
東
日
本
大
震

災
と
原
発
事
故
に
よ
り
、
厳

し
い
対
応
を
せ
ざ
る
を
得
な

い
事
態
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
幸
い
に
も
、
わ
が
町

で
は
人
的
被
害
も
な
く
、
甚

大
な
被
害
ま
で
に
は
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
原
発
事
故

に
よ
る
放
射
能
や
風
評
被
害

な
ど
、
今
後
に
つ
い
て
は
予

断
の
許
さ
な
い
状
況
に
な
り
、

町
長
が
描
く
町
づ
く
り
に
も

少
な
か
ら
ず
影
響
が
あ
る
も

の
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
次

の
点
を
伺
い
ま
す
。

第
１
点　

今
年
度
、
計
画
さ

れ
て
い
る
重
要
事
業
の
見
直

し
等
は
考
え
て
い
る
か
。

第
２
点　

当
面
は
自
立
可
能

な
町
づ
く
り
を
基
本
方
針
と

し
て
い
る
が
、
長
期
化
が
避

け
ら
れ
な
い
、
災
害
復
興
と

原
発
事
故
の
収
束
と
い
う
状

況
で
、
そ
の
根
拠
と
な
る
財

源
や
財
政
運
営
、
な
ら
び
に

振
興
策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
構
想
を
も
っ
て
い
る
か
。

Q

A

災
地
地
方
公
共
団
体
の
指
定

に
よ
り
、
公
共
土
木
施
設
被

害
事
業
な
ど
、
補
助
率
・
起

債
充
当
率
の
嵩か

さ

上あ

げ
が
受
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

い
わ
き
石
川
線
の
通
行
止

め
、
先
の
見
え
な
い
原
発
事

故
な
ど
不
安
要
素
は
あ
り
ま

す
が
、
現
行
の
振
興
計
画
及

び
過
疎
計
画
に
基
づ
き
、
事

業
を
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

町
長
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審
議
議
案

　

税
特
別
措
置
条
例

過
疎
地
域
等
の
課
税
免
除
期

間
を
延
長

　

国
民
健
康
保
険
税
条
例

保
険
税
の
賦ふ

課か

限
度
額
の
見

直
し
50
万
円
↓
51
万
円

　
　

災
害
復
旧
事
業
の
、
国

県
の
支
出
は
確
定
さ
れ
た
の

か
。

　
　

公
共
災
害
に
つ
い
て
は

一
定
の
補
助
割
合
が
決
め
ら

れ
て
お
り
、
今
回
は
そ
の
補

　

平
成
23
年
第
２
回
臨
時
会
は
５
月
20
日
に
開
か
れ

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
被
害
を
受

け
た
町
道
及
び
林
道
の
、
災
害
復
旧
事
業
費
な
ど
の

一
般
会
計
第
２
次
補
正
予
算
や
、
専
決
処
分
の
承
認

な
ど
、
14
件
の
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

大
震
災
に
伴
う
災
害
復
旧
な
ど
に

２
億
６
４
８
０
万
円
を
補
正 23.5.20

　

国
民
健
康
保
険
条
例

出
産
育
児
一
時
金（
42
万
円
）

の
恒
久
化

＊
専
決
処
分　

　

法
律
で
認
め
ら
れ
て
い
る

も
の
で
、
急
を
要
し
議
会
を

招
集
す
る
時
間
的
余
裕
が
明

ら
か
に
な
い
場
合
の
処
置
を

言
う
。
次
の
議
会
に
報
告
し

承
認
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

助
率
で
計
上
し
ま
し
た
。　

　
　

個
人
の
一
部
損そ
ん

壊か
い

に
対

し
て
一
定
の
助
成
を
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

　
　

国
、
県
の
動
向
を
踏
ま

え
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

　
　

が
れ
き
処
理
に
つ
い
て

継
続
す
る
考
え
は
。

　
　

今
回
は
、
が
れ
き
が
道

路
等
に
散
乱
し
て
い
た
た
め

に
、
緊
急
措
置
と
し
て
仮
置

き
場
を
設
定
し
ま
し
た
が
、

一
定
期
間
が
経
過
し
た
た
め

終
了
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

重
要
幹
線
で
あ
る
県
道

い
わ
き
石
川
線
の
通
行
止
め

に
つ
い
て
、
復
旧
の
要
望
を

し
て
い
る
と
思
う
が
そ
の
状

況
は
。

　
　

関
係
者
連
絡
協
議
会
が

開
催
さ
れ
、
県
の
説
明
で
は

対
岸
を
迂う

回か
い

す
る
仮
道
を
８

月
末
頃
ま
で
に
は
完
成
さ
せ

た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　
　

三
株
団
地
の
復
旧
に
つ

い
て
は
ど
う
進
ん
で
い
る
か
。

　
　

管
理
区
分
の
関
係
で
、　

団
地
前
の
県
道
勿
来
浅
川
線

に
つ
い
て
は
、
県
に
よ
り
仮

道
が
復
旧
し
て
お
り
ま
す
。

団
地
の
法の

り

面め
ん

の
崩
壊
に
つ
い

て
は
、
町
に
管
理
責
任
が
あ

り
ま
す
の
で
、
町
の
単
独
復

旧
工
事
で
進
め
ま
す
。

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

12
件

条
例
改
正

条
例
改
正

質　

疑

質　

疑

QQAAA

一
般
会
計
第
２
次
補
正

QQQQ AAAAAA

QQ

補 正 予 算補 正 予 算

会 　 計 　 区 　 分 補正予算額 補正後の予算額

22年度一般会計第７次補正 1億451万円 41億3475万円

　〃　国民健康保険特別会計第５次 △420万円 6億6132万円

　〃　簡易水道特別会計第４次 △174万円  8615万円

　〃　農業集落排水特別会計第４次 △7万円 7473万円

　〃　林業集落排水特別会計第４次 △49万円 2272万円

　〃　介護保険特別会計第５次 807万円 5億5647万円

　〃　後期高齢者医療別会計第３次 56万円 5622万円

23年度一般会計第１次補正 4333万円 40億3833万円

　〃　林業集落排水特別会計第１次  430万円 2949万円

会 　 計 　 区 　 分 補正予算額 補正後の予算額

22年度一般会計第２次補正 2億6,480万円 43億313万円

　〃　林業集落排水特別会計第２次 4,800万円 7,749万円

（金額は１万円以上を表示）

（金額は１万円以上を表示）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
部
を
掲
載
）

三株団地の法面崩壊現場

AAA

QQAAA

専決処分された補正予算
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追跡追跡 その後
 どうなった？レポート

第第1515回回

　若者の定住化条件の一つにブロードバンドサービスは絶対条件、光ケ
ーブルによる地域情報ネットワークなどの計画は。

若者の定住化のために高速通信網の整備は ?若者の定住化のために高速通信網の整備は ?テ
ー
マ

平成20年６月一般質問からQ

　町が事業主体となっての具体的計画は持っていない。

町　　長A

Q

A

高速通信によりスムーズに運用

６月定例会で議長より伝達 表彰を受ける木戸議長

その後のその後の
対　応対　応

今後の計画今後の計画

　平成22年度に地域情報基盤整備推進
交付金事業により、約３億円の事業費
で整備し、NTTに貸付して利用料金を
とる形態で整備される。（現在439戸）

行政サービスなどへの活用

根本福次議員特別表彰根本福次議員特別表彰
　古殿町議会が23年度福島県町村議会議長会定期総
会の席上、優良町村議会として表彰を受けました。

　地方自治の発展に功労があったとして、福
島県町村議会議長会より、特別功労者の表彰
を受けました。（議員在職20年以上）

殿町議会が23年度福島県町村議会議長会定期総古殿
席上、優良町村議会として表彰を受けました。会の席

古殿町議会　優良町村議会表彰古殿町議会　優良町村議会表彰



　

　
　
　
　

 
　　　　

古
殿
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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も
ご
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い
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だ
け
ま
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９月上旬
次回の
定例会

☆どのような活動をしていますか。
　会を立ち上げた当時は、災害復興への
熱意と、床柱１本30万円以上で取引され
ている「天然絞り杉」に思いを馳せ押木
による本数の確保と植樹に励みました。
また、枝打ちの講習会や先進地視察、会
員の山林での実技指導会などを積極的に
実施してきました。現在は、県外への先
進地視察、県・町事業への協力、ヒノキ
の新種導入、タラノメ、ゼンマイ等の山菜
栽培、間伐枝打ちの促進と広葉樹の拡大造
林等を行っています。また、仲間で一献
を交わすのも楽しみの一つです。

☆今後の抱負は。
　森林と共に
　植林を始めて60年、そして昭和55年の大雪害に
も負けず新品種の導入などで再造林、やっと美林
と言われる森林になりました。今後は天しぼ研究
会の方々と尚一層研究を続けるとともに、町、県
の各種の事業への協力と森林浴を楽しみながら生
涯現役で頑張りたい。

☆いつ頃、どのような経緯で発足しましたか。
　昭和55年12月24日午後から降りだした雪のた
め、甚大な被害を受けた山林（特に杉）をなんとか
復興したいと、何人かの仲間と話し合いました。そ
の結果、雪害に強い杉に樹種転換するとともに、当
時関西方面で高価に取引されていた「天然絞り」の
杉を導入して、生産地にしようということから、町内
の林家25名で平成５年に研究会を組織しました。

会長の渡辺甲子雄さんに聞きました。

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか
“町政を知るよい機会”“町政を知るよい機会”“町政を知るよい機会”

会長　渡辺甲子雄さん（会員数23名）

間伐・枝打ちの実技指導会

研修地での研究会員

も り

古殿町天しぼ研究会古殿町天しぼ研究会今回紹介しますのは の皆さんです。今回紹介しますのは の皆さんです。今回紹介しますのは の皆さんです。古殿町天しぼ研究会
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